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栁
澤
壽
昭
（
埼
玉
名
誉
会
長
）

　
　
　
　
　

今
野
茂
雄
（
埼
玉
副
会
長
）

　
　
　
　
　

前
原
清
隆
（
千
葉
県
会
長
代
行
）

　
　
　
　
　

靍
田
俊
秀
（
神
奈
川
県
会
長
）

　
　
　
　
　

吉
川
佐
賢
（
神
奈
川
県
副
会
長
）

　
　
　
　
　

正
本
禎
亮（
神
奈
川
県
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　

布
村　

修
（
福
井
県
会
長
）

　
　
　
　
　

赤
谷
信
之
（
岐
阜
県
会
長
）

　
　
　
　
　

柴
田
晃
次
（
静
岡
県
会
長
）

　
　
　
　
　

水
谷　

昇
（
愛
知
副
会
長
）

　
　
　
　
　

大
西
邦
彦
（
香
川
県
会
長
）

　
　
　
　
　

氏
家
嘉
宣
（
香
川
県
副
会
長
）

　
　
　
　
　

下
間
豊
隆
（
筑
後
地
区
会
長
）

　
　
　
　
　

中
垣
秀
夫
（
熊
本
会
長
）

〇
有
志
懇
談
会

＊
1
月
15
日
12
時
30
分
〜　

偕
行
社
で
開
催
。

卓
話
は
、
和
田
明
範
君
（
16
年
間
の
陸
自
勤
務

後
外
務
省
に
転
籍
）
の
「
海
外
生
活
の
思
い
出
」

参
加
者
は
、
秋
山
陽
一
郎
、
鬼
塚
隆
志
、
壁
村

正
照
、
正
本
禎
亮
、
村
川
淳
一
、
栁
澤
壽
昭
、

森
充
、
和
田
明
範
、
渡
邉
榮
樹
の
9
名
。

＊
3
月
19
日
12
時
30
分
〜　

偕
行
社
で
開
催
。

卓
話
は
、
森
充
君
の
「
三
大
神
勅
と
古
事
記
と

武
士
道
」

参
加
者
は
、
秋
山
陽
一
郎
、
鬼
塚
隆
志
、
浦
山

志
郎
、
加
藤
貞
嗣
、
壁
村
正
照
、
今
野
茂
雄
、

篠
田
芳
明
、
神
保
明
生
、
長
瀬
彰
孝
、
正
本
禎

亮
、
森
充
、
栁
澤
壽
昭
、
吉
川
佐
賢
、
和
田
明

範
、
渡
邉
榮
樹
の
15
名
。

＊
5
月
19
日
12
時
30
分
〜　

偕
行
社
で
開
催
。

卓
話
は
、
松
下
孝
雄
君
（
東
京
都
隊
友
会
副
会

長
）
の
「
東
京
都
隊
友
会
の
活
動
状
況
」

参
加
者
は
、
秋
山
陽
一
郎
、
壁
村
正
照
、
篠
田

芳
明
、
神
保
明
生
、
正
本
禎
亮
、
松
下
孝
雄
、

栁
澤
壽
昭
、
吉
川
佐
賢
、
和
田
明
範
、
渡
邉
榮

樹
の
10
名
。

＊
今
後
の
予
定

7
月
14
日　
　

9
月
18
日　
　

11
月
25
日

1
月
20
日　
　

3
月
10
日

〇
偕
行
社
賀
詞
交
歓
会

1
月
8
日
に
靖
國
神
社
参
拝
後
、
神
社
内
靖
國

会
館
で
令
和
7
年
度
偕
行
社
新
春
賀
詞
交
歓
会

が
行
わ
れ
、
靍
田
俊
秀
が
参
加
し
ま
し
た
。
正

本
禎
亮
、
森
充
、
和
田
明
範
は
昇
殿
参
拝
の
み

の
参
加
で
し
た
。

〇
令
和
7
年
度
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭

4
月
17
日
、
靖
國
神
社
に
お
い
て
、
陸
修
偕
行

社
慰
霊
祭
が
催
行
さ
れ
ま
し
た
。
前
原
清
隆
、

和
田
明
範
が
参
加
し
ま
し
た
。

〇
偕
行
合
唱
団

　

和
田
明
範
団
長
の
も
と
に
、
69
会
で
は
、
今

野
茂
雄
、
神
保
明
生
、
靍
田
俊
秀
、
前
原
清
隆
、

正
本
禎
亮
、
森
充
、
布
村
修
夫
人
、
松
本
義
士

夫
人
が
団
員
。
指
導
者
は
、
尾
崎
良
江
先
生
。

＊
3
月
29
日
、
振
武
臺
陸
上
防
衛
懇
話
会
・
埼

玉
偕
行
会
共
催
の
朝
霞
駐
屯
地
観
桜
会
に
招
聘

さ
れ
、
先
生
の
息
女
あ
す
か
さ
ん
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
演
奏
の
下
、
和
田
明
範
、
今
野
茂
雄
、

神
保
明
生
、
正
本
禎
亮
、
森
充
、
69
会
以
外
の

団
員
3
名
で「
ふ
る
さ
と
」「
愛
国
行
進
曲
」「
同

期
の
桜
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
後
半
で
は
、
和
田
明
範
指
揮
の
軍
歌
演
習

で
盛
り
上
が
り
、
中
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

＊
4
月
29
日
、
尾
崎
音
楽
工
房
主
催
の
「
第
20

回
い
ざ
歌
わ
ん
哉
」
が
、
千
川
・
ス
タ
ジ
オ
信

号
空
館
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
野
茂
雄
、

正
本
禎
亮
、
森
充
、
和
田
明
範
が
参
加
、
声
を

限
り
に
軍
歌
を
歌
っ
て
き
ま
し
た
。
栁
澤
壽
昭

会
長
も
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
合
唱
団
の
マ
ド
ン
ナ
中
村
め
ぐ
み

さ
ん
を
交
え
て
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。

青
森
県
陸
修
偕
行
会

　苦
心
の
花
見

　

青
森
県
陸
修
偕
行
会
は
、
旧
弘
前
偕
行
社
が

学
校
法
人
「
厚
生
学
院
」
か
ら
弘
前
市
に
管
理

が
移
転
さ
れ
た
4
月
19
日
に
、
例
年
通
り
の
花

見
を
旧
弘
前
偕
行
社
庭
園
・
遑
止
園
で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

昨
年
ま
で
は
「
厚
生
学
院
」
の
管
理
下
で
、

青
森
県
偕
行
会
の
利
用
に
は
最
優
先
で
対
応
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
は
弘
前
市

教
育
委
員
会
文
化
財
課
管
理
と
な
り
、
同
課
を

訪
問
し
「
青
森
県
陸
修
偕
行
会
で
す
が
、
今
年

も
旧
弘
前
偕
行
社
で
花
見
を
し
た
い
の
で
す
が

許
可
願
え
る
で
し
ょ
う
か
？
」
と
伺
っ
た
と
こ

ろ
、担
当
者
は
「
国
の
重
要
文
化
財
で
す
の
で
、

杭
を
打
っ
て
紅
白
幕
を
張
っ
て
の
花
見
な
ど
と

ん
で
も
な
い
で
す
」
と
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

諦
め
る
訳
に
も
い
か
ず
、「
昨
年
ま
で
は
許
可

さ
れ
て
花
見
が
で
き
て
い
た
の
で
す
。
近
在
の

住
民
始
め
見
学
者
も
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
」

等
々
説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
陸
修
偕
行
社
は
公

益
財
団
法
人
で
す
ね
、
花
見
が
公
益
事
業
と
し

て
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
許
可
さ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
の
で
暫
く
時
間
を
下
さ
い
。
上
司
と

相
談
し
て
可
能
と
な
れ
ば
後
日
「
使
用
許
可
申

請
書
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
」
と
の
こ
と

に
落
着
い
た
。
利
用
料
金
表
に
よ
る
と
1
時
間

7
1
0
0
円
、4
時
間
の
利
用
で
2
万
8
4
0

0
円
と
な
り
、
弁
当
や
ビ
ー
ル
を
買
う
会
費
の

殆
ど
が
消
え
て
仕
舞
う
こ
と
と
な
る
。
許
可
の

目
途
が
つ
い
た
ら
、
次
は
昨
年
ま
で
の
よ
う
に

無
料
と
な
る
べ
く
お
願
い
す
る
策
を
打
た
ね
ば

な
ら
な
い
。
最
悪
で
も
陸
軍
の
伝
統
あ
る
偕
行

社
庭
園
で
の
花
見
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
料

金
負
担
は
甘
受
す
る
覚
悟
で
、
3
月
下
旬
に
同
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課
を
再
度
訪
問
し
た
。
最
初
に
対
応
し
て
く
れ

た
上
司
が
、
公
益
事
業
の
内
容
を
使
用
目
的
に

明
記
す
れ
ば
、
使
用
料
免
除
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
公
益
事
業
内
容
と
し
て
「
陸
上

自
衛
隊
の
激
励
」
と
「
付
近
住
民
と
の
交
流
」

を
挙
げ
申
請
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
4
月
7

日
付
「
弘
前
市
文
化
財
施
設
使
用
許
可
書
」
が

使
用
料
免
除
で
届
い
た
。

　

い
よ
い
よ
花
見
で
あ
る
。
4
月
中
旬
に
入
り

天
候
不
順
が
続
き
、前
日
18
日
は
雷
雨
と
な
り
、

当
日
も
雨
模
様
の
予
報
で
雨
天
時
の
会
場
と
し

て
町
会
集
会
所
を
準
備
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に

当
日
は
快
晴
と
な
り
気
温
18
度
で
絶
好
の
花
見

日
和
と
な
っ
た
。
施
設
の
利
用
は
10
時
か
ら
で

あ
る
が
、
9
時
か
ら
谷
川
、
永
井
、
鎌
田
の
会

員
3
人
と
小
生
の
息
子
の
5
人
で
紅
白
幕
を
張

り
、
芝
生
の
上
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と
ご
ざ
を
敷

き
会
場
を
準
備
し
た
。
昨
年
ま
で
は
旧
弘
前
偕

行
社
の
職
員
2
名
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
助
か
っ

た
が
、
今
年
は
会
員
の
応
援
を
得
る
こ
と
と
し

た
。
定
刻
の
11
時
に
第
39
普
通
科
連
隊
長
兼
ね

て
弘
前
駐
屯
地
司
令
の
萱
沼
文
洋
1
佐
を
お
迎

え
し
、先
ず
「
青
森
県
偕
行
会
」
の
横
幕
と
「
会

旗
」
を
広
げ
集
合
写
真
を
撮
っ
た
。

　

花
見
の
宴
は
、
小
生
が
、
花
見
が
で
き
る
ま

で
の
経
緯
を
説
明
し
、
三
上
会
員
の
乾
杯
の
発

声
で
始
ま
っ
た
。
庭
園
の
染
井
吉
野
は
朝
に
は

二
分
咲
き
で
、
午
後
に
は
五
分
咲
き
に
な
る
ほ

ど
の
陽
気
に
恵
ま
れ
た
。
飲
み
物
は
、
工
藤
武

重
防
衛
協
会
長
か
ら
の
青
森
市
の
銘
酒「
田
酒
」

と
準
備
し
た
ビ
ー
ル
及
び
地
酒
、
花
見
折
詰
は

い
つ
も
の
コ
ー
プ
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
。
宴
後

半
の
各
人
の
近
況
報
告
と
記
念
日
を
翌
20
日
に

控
え
た
司
令
の
挨
拶
が
あ
り
、
予
定
の
午
後
1

時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
利
用
時
間
は
午
後
2

時
ま
で
で
あ
り
、
片
付
け
・
撤
収
は
30
分
も
あ

れ
ば
と
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

今
年
の
会
員
参
加
者
は
、
青
森
5
連
隊
の
記

念
日
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
青
森
市
か
ら
は
1

名
の
み
で
、
津
軽
地
方
の
15
名
、
計
16
名
と
な

り
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
萱
沼
司
令
の
参
加
を
得

て
17
名
と
な
っ
た
。
2
時
間
半
に
及
ん
だ
花
見

は
、
秋
の
総
会
で
の
再
会
を
期
し
て
明
治
以
来

の
陸
軍
施
設
の
旧
弘
前
偕
行
社
を
後
に
し
た
。

翌
日
の
弘
前
駐
屯
地
創
立
57
周
年
記
念
日
は
、

夜
半
か
ら
の
雨
が
式
典
直
前
の
午
前
9
時
に
は

上
が
り
、
市
民
約
2
千
人
が
訪
れ
、
観
閲
行
進

や
模
擬
演
習
を
楽
し
み
、
津
軽
地
方
の
銘
酒
に

囲
ま
れ
た
記
念
会
食
で
は
話
が
弾
ん
だ
。

会
長　

稲
村
孝
司　

陸
自
75
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